
第
五

第
四

明
治
十
九
年
、
音
楽
取
調
掛
解
任
後
二

十
一

年
三
月
海
軍
軍
楽
隊
専
務
も
解
か

以
上 ” 

ヅ

エ
ッ
ト

幸
田
、
遠
山

市
川
、

高
坂

若
紫

新
曲
調
和
ノ
事

在

来
日
本
ノ
分
（
御
所
車
、
六
段
）

新
作

ノ

分

（

天
津
日
刷
、
大

和
ノ
國

ハ）

洋
琴
ノ
部

悶等

第

三

等

胡

弓

ノ
部

思
ヒ
出
レ
バ

鰐
幸
田
林遠
山
、
山
勢

幸
田
、
林

第 第

(『
昔
榮
取
調
掛
奏
榮
録
』
明
治
十
六
年
）

こ
の
条
約
は
そ
の
ま
ま
明
治
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
更
新
さ
れ
た
。

明
治
十
六
年
一
月
廿
二
日
エ
ッ
ケ
ル

ト
氏
来
所
二
付
演
架
手
績
書

ェ
ッ

ケ
ル
ト
は
音
楽
取
調
掛
出
向
の
決
定
後
、
下
見
聞
に
訪
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

和
墜
ノ
部

既
習
ノ
分
複
習

管
絃
架
ノ
部

君
が
代

（是
レ
ハ
メ
ー
ソ
ン
氏
ヨ
リ
偉
習
シ
タ

ル
モ
ノ）

〔現
行
の
〈
君
が
代
〉
で
は
な
く
『
小
學
唱
歌
集
』
中
の
も
の
。
し
か
し
歌
詞
は
同

一〕

マ
ー
チ
（
是
ハ
此
頃
航
来
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
未
夕
博
習
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ
ノ）

〔手
書
き
〕

れ
、
宮
内
省
雅
楽
課
専
務
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
ド
イ
ツ
皇
帝
か
ら
プ
ロ
シ
ア
王
室

楽
長
の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
三
十
二
年
宮
内
省
を
辞
し
た
あ
と
同
時
に
勲
六

等
に
叙
せ
ら
れ
た
。
同
年
四
月

一
時
帰
国
の
後
朝
鮮
季
王
家
楽
長
に
就
任
(
-
九
0

一
年
）
、
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
八
月
六
日
当
地
で
没
。
お
墓
は
京
城
郊
外
に
あ
る

（
中
村
理
平
氏
の
調
査
に
よ
る
）
。

附
属
図
書
館
に
は
、

エ
ッ
ケ
ル
ト
に
よ
る
小
学
唱
歌
の
緒
編
曲
お
よ
び
和
声
づ
け

の
原
稿
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
二
つ
の
包
み
に
な
っ
て
い
て
‘

―
つ
は
「
唱

歌
等
箪
音
及
諸
重
音
」
と
記
さ
れ
、
も
う

―
つ
は
「
複
音
以
上
唱
歌
等
和
磐

エ
ッ
ケ

ル
ト
氏
調
和
原
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

エ
ッ
ケ
ル
ト
は
日
本
の
伝
統
音
楽
に
非
常

な
興
味
を
も
ち
、

「小
學
唱
歌
集
」
第
三
編
の
編
鉦
に
加
わ
っ
て
、

和
声
づ
け
の
ほ

か
日
本
楽
曲
の
西
洋
旋
法
採
譜
な
ど
も
行
っ
た
。
伊
澤
修
二
は
エ
ッ
ケ
ル

ト
に
「
和

洋
音
楽
を
折
衷
し
て
図
楽
を
興
す
」
仕
事
の
良
き
協
力
者
と
な
る
こ
と
を
求
め
た
。

こ
れ
ら
の
編
曲
は
、
そ
の
一
助
と
な
る
音
楽
を
作
る
目
的
の
一
端
で
あ
っ
て
、

エ
ッ

ケ
ル
ト
に
託
し
た
仕
事
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
目
的
の
試
み

と
し
て

F.
v
o
n
 F
l
o
t
o
w
 (
1
8
1
2ー

1
8
8
3
)

の

〈J
u
b
e
l
O
u
vertii
re
〉
等
二
面
合
奏

の
編
曲
お
よ
び

J
o
h
a
n
n
u. 
J
osef 
S
tra
u
s
s

の
〈
P
i
zz
icato
P
o
lk
a
〉
等
三
面

の
た
め
の
編
曲
原
稿
が
あ
る
。

（
三
）
ギ
ヨ
ー
ム
・
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト

G
u
i
l
l
a
u
m
e
S
a
uv
let (
生
没
年
不

羊
）
一＿―-ロ
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
は
明
治
十
九
年
四
月
、

エ
ッ
ケ
ル
ト
の
後
任
と
し
て
音
楽
取
調
掛

に
雇
い
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
は
必
ず
し
も
音
楽
取
調
掛
が
望
む
人
材
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
任
の
エ
ッ
ケ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
海
軍
省
と
の
兼
務
で
あ
る

た
め
一
週
四
時
間
し
か
受
け
持
て
な
い
実
状
を
理
由
に
エ
ッ
ケ
ル
ト
の
契
約
を
打
ち

切
り
、
イ
タ
リ
ア
に
管
弦
楽
専
門
の
教
師
を
求
め
る
願
い
書
を
十
八
年
四
月
二

十
一

日
付
で
文
部
卿
大
木
喬
任
へ
提
出
し
て
い
た
。
ソ
ー
ブ
レ
ッ

ト
の
雇
用
は
こ
の
間
の

暫
定
的
な
措
置
と
思
わ
れ
る
。
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
は
一
八
八
五
年
に
来
日
し
た
マ
ス
コ

ッ
ト
歌
劇
団
と
エ
ミ
リ
ー

・
メ
ル
ビ
ル
歌
劇
団
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
で
あ
っ
た
。
横
浜
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音
楽
教
師
雇
入
レ
ノ
儀
―
―付
伺

本
所
音
架
偉
習
生
徒
之
儀
追
ミ
學
業
進
歩
之
域
二
進
ミ
既
二
夫
ミ
専
門
榮
器

博
習
致
居
候
者
モ
有
之
該
傭
習
生
徒
将
来
成
業
之
儀
ハ
大
二
教
師
之
良
否
二
開

シ
候
虞
未
夕
適
嘗
之
教
師
ヲ
不
得
甚
夕
差
支
罷
在
候
就
而
者
次
學
期
ヨ
リ
月
俸

凡
銀
貨
四
百
五
四
拾
円
以
上
内
三
百
円
以
下
ノ
見
込
ヲ
以
テ
管
絃
楽
専
門
ノ
教

師
ヲ
以
太
利
國
ョ
リ
大
凡
ソ
三
ケ
年
間
聘
用
致
度
右
裁
可
ヲ
得
候
上
ハ
聘
用
之

儀
紹
介
手
績
等
更

二
可
伺
出
候
得
共
右
用
之
儀

ハ
本
所
経
費
中

ニ
テ
ハ
支
弁
難

致
候
間
別
途
御
交
付
相
成
度
候
尚
次
學
期
モ
既
ー
一
切
迫
ノ
儀
二
有
之
候
得
者
至

エミリ ー ・メルビル歌劇団と ともに

来日のソーブレット。ワ ー グマン

筆。 1885年11月

で
た
び
た
び
ピ
ア
ノ
演
奏
会
を
開
き
、
当
地
で
は
か
な
り
名
が
知
ら
れ
て
い
た
。
升

本
匡
彦
著
『
横
浜
ゲ
ー
テ
座
ー
明
治
・
大
正
の
西
洋
劇
場
』
―

―
二
！

―
-
三
頁
（
横

浜
市
教
育
委
員
会
発
行
）
に
よ
る
と
、
ソ
ー
ブ
レ
ッ

ト
が
横
浜
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
左
記
の
歌
劇
団
来
日
以
来
と
推
定
さ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ジ

ャ
パ

ン
・
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
に
横
浜
居
住
と
し
て
彼
の
名
が
記
載
さ
れ
る
の
は
、

一
八
八

六
年
版
か
ら

一
八
八
九
年
版
ま
で
の
四
年
間
だ
そ
う
で
あ
る
。
横
浜
山

の

手

に

住

み
、
毎
週
月
水
金
の
三

日
、
東
京
上
野
に
通
っ
て
い
た
。

文
部
卿
伯
爵
大
木
喬
任
殿

追
而
海
軍
省
ョ
リ
兼
傭
致
居
候
ヱ

ッ
ケ
ル
ト
儀
ハ
其
授
業
時
数
僅
ニ

―
週
四

時
間
ニ
テ
如
何
共
致
方
無
之
加
フ
ル
ニ
来
十
九
年
三
月
限
リ
満
期
二
相
成
候
得

者
其
際
解
雇
之
見
込
二
有
之
候
也

急
裁
可
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

明
治
十
八
年
四
月
廿
一
日

〔手
書
き
〕

（『
参
考
書
類
』

明
治
十
八
年
）

粛
啓
今
般
常
音
楽
取
調
所
二
於
テ
管
絃
渠
器
専
門
教
師
一
名
伊
太
利
図
ョ
リ
傭
入

致
度
候
二
付
右
傭
入
之
儀
大
木
文
部
卿
ョ
リ
閣
下
へ
及
御
依
頼
候
処
豫
テ
御
承

知
之
通
嘗
音
楽
取
調
所
ノ
儀
モ
追
ミ
事
業
進
歩
致
シ
既

二
柳
専
門
楽
器
モ
偉
習

致
居
候
得
共
未
夕
適
嘗
之
教
師
ヲ
不
得
候

二
付
御
駐
節
地
ョ
リ
善
良
ノ
人
物
聘

用
致
度
省
議
二
有
之
将
又
常
所

二
於
テ
右
へ
教
授
嘱
托
見
込
ノ
箇
條
ハ

ヴ
ィ
オ

リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ
、
ダ
ブ
リ
ュ

ー
ベ
ー
ス
等
ノ
如
キ
絃
架

器
、
和
槃
ノ
理
論
及
実
地
井
管
架
器
一
般
ノ
教
授
ヲ
掌
ト
ル
教
師
二
命
ス
ベ
キ

旨
條
約
案
中
ニ
モ
記
載
致
置
候
得
共
固
ョ
リ
以
上
教
科
ノ
専
門
楽
器
教
授
ノ
任

二
堪
フ
ベ
キ
学
カ
ヲ
一
人
二

望
ミ
候
儀

ハ
大
二
困
難
之
儀
卜
想
察
仕
候
依
テ
右

望
之
通
ノ
学
カ
ヲ
有
シ
聘

二
應
シ
候
者
有
之
候
得
者
大
幸
之
儀
二
有
之
候
得
共

若
シ
萬
一
否
ザ

レ
バ
管
楽
器
教
授
ノ
学
カ
ヲ
欠
キ
候
者
ニ
テ
モ
無
餘
儀
次
第

二

有
之
候
乍
去
本
邦
之
儀
ハ
豫
テ
御
熟
知
之
事
情
二
有
之
候
得
者
特
ニ
―
楽
器

一

科
目
ノ
ミ
ニ
長
シ
居
リ
他
ノ
架
器

二
就
テ
ハ
一
向
不
心
得
者

ニ
テ
ハ
甚
夕
不
都

音
架
取
調
所
長

文
部
省
書
記
官
伊
澤
修
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田
中
特
命
全
権
公
使
宛

〔
ソ
ー
ブ
レ

ッ
ト
の
条
約
書
〕

こ
の
条
約
文
は
、
明
治
十
九
年
四
月
に
契
約
し
た
一
年
間
が
満
期
と
な
り
、
引
続

き
翌
年
三
月
ま
で
の
更
新
契
約
書
で
あ
る
。
音
楽
取
調
掛
で
は
ソ
ブ

レ
ー
と
発
音
し

て
い
た
。

日
本
文
部
省
穂
務
局
長
文
部
次
官
辻
新
次
第

一
方
二
在
リ
和
蘭
人
。
フ
ロ
フ

エ
ス
ー
ル
、

デ
ウ
、
ピ

ヤ
ノ
、
「
ジ
ー
、
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
第
二
方

―
―
在
リ
取

結
フ
ト
コ
ロ
ノ
條
約
左
ノ
如
シ

第
一
條

前
文
「
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
ハ
明
治
二
十
年
（
千
八
百
八
十
七
年
）
四
月

一
日
ヨ
リ
同
二
十一

年
（
千
八
百
八
十
八
年
）
三
月
三
十

一
日
マ
テ

一
ケ
年

間
文
部
省
穂
務
局
所
屍
音
架
取
調
掛
へ

雇
ヒ
唱
歌
、
洋
琴
、
風
琴
、
絃
架
、
管

架
、
和
墜
、
楽
曲
製
作
ノ
理
論
及
賓
地
教
授
ヲ
嘱
托

ス
ヘ
シ

第
二
條
前
文
「
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
ハ
毎
週
月
水
金
ノ
三
日
前
文
音
架
取
調
掛

ヘ

在
伊
図

（『
外
國
人
敦
師
闊
係
書
類
』
明
治
十
八
年
ー
三
十
二
年
）

本
所
長伊
澤
修

合
二
有
之
又
音
楽
技
術
上
二
於
テ
ハ
申
分
無
之
者

ニ
テ
モ
訓
錬
教
授
上
不
親
切

ナ
ル
者

ニ
テ
モ
甚
夕
不
都
合
有
之
且
言
語
等
之
儀
モ
本
邦
ノ
現
情

ニ
テ
ハ
特
二

伊
太
利

一
國
ノ
語
ノ
ミ
ニ
テ
他
ノ
國
語

二
心
得
無
之
者
ニ
テ
モ
常
惑
致
シ
候
二

付
少
ク
ト
モ
英
、
佛
、
猥
中
ノ
一
國
語

ニ
ハ

通
居
候
者
ヲ
企
望
致
候
儀

二
有
之

候
間
右
等
之
邊
篤
卜
御
諒
察
之
上
適
嘗
之
者
御
周
旋
被
下
度
此
段
小
官
ョ
リ
更

二
懇
請
任
候
敬
具

明
治
十
八
年
七
月
十
九
日

ジ
ー
・

ソ
ブ
レ

ー

〔
手
書
き
〕

出
頭
ス
ヘ
シ
但
授
業
時
間

ハ
一
日
五
時
ヲ
限
リ
ト
ス

第
三
條
前
文
「
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
ハ
給
料
ト
シ
テ
一
ヶ
月
二
付
日
本
紙
幣
戴
百

七
拾
五
圏
ヲ
毎
月
末

二
受
取
ル
ヘ
シ

第
四
條
前
文
「
ソ
ブ

レ
ー
」
氏
ハ

総
テ
第
一
方
ノ
指
揮

二
従
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ト

ス
殊
二

學
科
教
授
ノ
時
間
及
ヒ
順
序
ヲ
定
ム
ル
ノ
櫂
ハ
第
一
方
二
在
ル
ヘ
シ

第
五
條
前
文
「
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
ハ
其
教
授
ノ
事
項

二
付
充
分
其
意
見
ヲ
陳
述

ス
ル
ヲ
得

ヘ
シ
然
レ
ト
モ
其
決
定
ノ
櫂
ハ
第

一
方
二
在
ル
ヘ
シ

第
六
條
前
文
「
ソ
ブ

レ
ー
」
氏
ハ

疾
病

二
罹
リ
三
十
日
間
引
績
キ
其
職
ヲ
麿

ス
ル
事
ア
ル
ト
キ
ハ
此
條
約
ヲ
麿
シ
其
翌
日
ヨ
リ
給
料
ヲ
相
渡
サ

ヽ
ル
ヘ
シ

第
七
條

若

シ

第

一
方
又
ハ
第
二
方
ノ
者
各
自
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
此
條
約
期
限
前

二
解
約
セ
ン
事
ヲ
欲
セ
ハ
少
ク
ト
モ
三
ヶ
月
前
二
其
旨
ヲ
他
ノ
一
方
二
通
知

ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
解
約
ス
ル
ヲ
得

ヘ
シ
但
本
條
ノ
場
合
二
於
テ
條
約
ヲ
解
ク

ト
キ
ハ
其
翌
日
ョ
リ
給
料
ヲ
相
渡
サ
ヽ
ル
ヘ
シ

東
京

二
於
テ

明
治
二
十
年
（
千
八
百
八
十
七
年
）
三
月
三
十
一
日

日
本
文
部
省
結
総
局
長
文
部
次
官

和
蘭
人

（『外
國
人
敦
師
闘
係
書
類
』
明
治
十
八

i
三
十
二
年
）

ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
に
は
次
の
よ
う
な
日
本
を
題
材
に
し
た
作
品
が
あ
る
。

〈
日
本
皇
帝
に
捧
ぐ
〉
"A
M
a
j
e
ste 
L
'
E
m
p
e
r
e
u
r
 
d
u
 J
a
p
a
n
", 
G
.
 
S
a
u
v
l
e
t
 

（
一
八
八
六）

〈
日
本
ワ
ル
ツ
〉
う^N
i
p
p
o
n
V
a
l
s
e", 
G
.
 Sa
u
v
l
e
t
 
(
一
八
八
六
）

辻
新
次
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